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『２学期スタート！実りある学期に・・・。』 

 ９月１日（月）に２学期がスタートしました。「おはようございます！」と、１学期と変わらず大きな声で挨拶をしてくれる子、

こんがり日焼けした子、楽しかった出来事を話してくれる子、頑張った作品や自由研究の説明をしてくれる子・・・。久し

ぶりに、子供たちと会えて、こちらまで笑顔になったり、一層やる気が湧いてきたりしました。子供たちは、我々大人にと

って、「パワーや希望を与えてくれる存在」であることを再確認させられました。同時に、掛け替えのない命と心を守り育

てなければならない責任を痛感し、子供たちの目の前に立つ大人の代表として、「温かみのある対応と節度のある立

ち居振る舞いをせねば。」という想いをもちました。 

 始業式は空調設備のある「音楽室」で行いました。折角、子供たちと教職員が一堂に会して話ができるので、「夏休

みにアイスを食べた人？」「夏休みに花火をしたり、観たりした人？」「今日の朝、バッチリ起きられて元気に登校できた

人？」「逆に、しんどかった人？」などと、子供たちと先生方に手を挙げてもらい、参加型の場面を取り入れました。その

後で伝えたことは、①「目標」「めあて」・・・「成りたい自分」を見付けてほしい！ ②その「成りたい自分」に向かって、挑

戦と努力することを続けてほしい！ ③お友達と仲良く、笑顔で過ごしてほしい！ ということです。この３つを頑張るこ

とができれば、一人一人がキラッと輝きを放ち、「成りたい自分」に一歩ずつ前進し、確かな成長につながるはずです。

また、各々の輝きに加え「仲間同士の助け合い」や「チーム大草（子供たち+保護者+地域の皆さん+教職員）」としての

チャレンジや取組によって、もっと素敵な「大草小学校」にバージョンアップできるのではないかと考えます。２学期は、

期間も長く、「チャレンジウォーク」「オレンジ祭」「大草発表会」等、学校全体で取り組むイベントも目白押しです。子供た

ちにとっても、学校にとっても「収穫の喜び」を味わえるように、学びの主体（主人公）である 

子供たちの意志や想いを大切にしながら、「心身ともに健康で、生き生きとした、たくましい 

（しなやかな）大草っ子」を育てていきたいと考えます。１学期同様、皆様方の御理解と御協 

力を、どうぞ、よろしくお願いいただいます。気になることや、心配なことなどございましたら、 

どうか、お気軽に御相談いただきたいと思います。 

【戦後８０年 ８月９日の平和集会】 

 今年は、終戦を迎えて８０年の節目の年であることや、昨年「日本原水爆被害者団体協議会」が「ノーベル平和賞」を

受賞したことによって、例年より戦後８０年に関連する行事や映画等の報道が多く取り上げられていたように思います。 

長崎県では、８月９日を「県民祈りの日」と定め、原爆犠牲者の御冥福をお祈りすると共に、恒久平和への誓いを新

たにする日としています。大草小学校でも、先月の９日（土）、この日を登校日と設定し、「平和集会」を実施しました。 

 集会では、図書委員による「へいわってどんなこと（絵本）」の読み語りや、各学級で取り組んだ「平和学習」の発表、

「青い空は」（これは、戦争や原爆の悲惨さと平和を願う想いが込められた歌です。）の全校合唱、そして、１１時２分に

黙とうを捧げました。私からは、まず、被爆者だった祖父から聞いた、８月９日の出来事にふれました。その時、祖父は

長崎市内で「防空壕」を掘っていました。爆心地からは、離れた場所だったこともあり、大きなケガはしませんでした。で

すが、爆心地付近では原爆で、多くの方が亡くなったこと、放射線の影響による病気で苦しんだり、亡くなったりした

方々もたくさん居たことを伝えました。そして、我々が住むこの地球上で、今現在も、戦争が行われている事実も伝え、

平和な世界を創るためには、①お互いを知ること ②暴力ではなく話合いで解決すること 

③正しい道を選ぶために、勉強を頑張ること・・・というメッセージを送りました。低学年には、 

少し難しい内容だったかも知れませんが、今後の平和学習も含めて、被爆地長崎で生きる 

一員として、戦争の悲惨さと平和の尊さについて学びを重ね、考えを深め、それらを伝え 

られる人になってほしいですし、平和な世界の創り手の一人であってほしいと願います。 

【「大草太鼓」・・・見事な発表でした。】 

 先週の土曜日、延期になっていた「大草夏祭り」が、本校の運動場で開催されました。初めてこのお祭りの様子を目

にし、ステージの大きさや、お店の数、そして何より、お客さんの数に驚かされました。その中で、 

子供たちは「大草太鼓」の演奏を見事に披露できました。多くの方々 

に御覧いただく機会があることは、子供たちにとって大きなモチベー 

ションだと思いますし、大勢の方々からの拍手は喜びや達成感につな 

がったことだと想像します。これまで頑張ってきた練習の成果を発揮で 

きた素晴らしい発表でした。 
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PTAのテントでは、子
供たちも店員さんとし
て活躍していました。 

「平和学習」の発表の
様子（３・４年生の発表） 


